
 

令和 5 年 9 月 26 日 

 

 

「田辺圏域医療と介護の連携を進める会」 

第 81 回（通算第 160 回）定例会 会議録 

 

◆日 時：令和 5 年 9 月 19 日（火） PM7：05～8：30  

◆場 所：田辺市民総合センター １F 機能訓練室 

◆出席者：  17 名 ＋オンライン 3 名  

 

別紙のとおり 

 

１．「田辺圏域医療と介護の連携を進める会」定例会について 

 【19：05～20：30】 

19：05～       開 会              

 

 

19：05～19：10    情報提供 

田辺市ひきこもり講演会案内 

  9/23  13：30～ ビッグＵ  パネルディスカッション 

            南和歌山 MC主催地域連携カンファンレンス案内 

9/23  15：00～ ハナヨ  特別講演とシンポジウム 

連携の会主催専門職向け研修会 

  10/28  14：30～ ビッグＵ 多目的ホール 

 

19：10～19：40    講 義 

            「田辺市消防本部の救急需要について」 

                 講師：田辺市消防本部 救急救命士 谷口 丈 氏 

 

 

19：40～20：10    意見交換 

 

 

20：10～20：30    発 表 

 

 

20：30          閉 会 

 

 

 

 

 



【講義内容】     

 

【意見交換】     

〇救急需要について 

・過去 10年の救急出動件数で、おそらく今年が最大になる見込み 

・R04 年度で出動件数 5,519 件で、搬送したのは 4,854 件。１割ぐらいは不搬送。軽症の場合もあ

るし、話をして不搬送になり家族が病院へ連れて行ったースある。 

・R04年度の傷病別搬送人員では、軽症が全体の 55.9％、中等症が 32.5％で。重症・死亡で約 12％。 

・年齢区分別搬送人員では、高齢者が 66％を占めている。 

・熱中症による搬送も年間 50～60件。R04年度のデータでは、ほとんどが軽症者だが、中等症以上

も意外にいる。年齢別でみると、高齢者が半数を占める。 

・発生場所では、住居が約半数。 

・高齢者のケガでは、転倒が約 72％。次いで落下。転倒場所も自宅が約 83％。自宅の中でも居間・

廊下・玄関の順番。安全と思われている居室が一番危ない。 

・転倒した原因では、「滑る」「つまづく」「バランスを崩す」「ふらつく」。 

・予防するには 

 段差はできるだけ少なく・床に電化製品のコード類をはわせない・床には物をおかない・滑りや

すいものを床には置かない・廊下や洗面所は明るく・スリッパは滑り止めのついたものを・

廊下には手すりを設置・転倒しないからだつくり 

・熱中症やヒートショックなど事前の対策で防げるものもある。 

・＃7119の適正な利用を 

 

〇救急搬送について 

・軽症が多いことやタクシー替わりの利用もある 

・ドクターカーやドクターヘリも意外に多い（よく見かける） 

・マンションや高層階の人の救急要請を悩む 

・コロナ禍の搬送や熊野古道の利用者の搬送もある 

  →山の中で電波の入らなくて困ることがある 

   コミュニケーションを図るための意思疎通カードの活用も。 

・田辺管内で救急車９台。救急車も限りある資源。 

・救急車の出動かドクターカーの出動かの判断はどこで？ 

  →指令室で話を聞いている中で、意識がないとか胸痛が強い、多数の傷病者がいるなどのとき

に、南和歌山 MCに依頼したり、現場の判断で呼んだり。 

・民間救急の利用も。 

・サイレンの音質変わったと聞いたが？ 

  →交差点などでは、音を変えて注意喚起をしている。 

〇＃7119の活用 

・＃7119（田辺と上富田で使える） 

  →入院の必要ない人の通報を減らす 

   本来は重症者を見つけ出すシステム 

   田辺圏域でもできるところとそうでないところがある。都道府県単位でやってくれるように

要望をだしている。 

・どういう時に救急車を読んだらいいのか悩む  

  →そんなときのために、＃7119の活用を！ 

・搬送数は去年よりも今年の方が多い。６割近い軽症者の適正利用のためにも活用を。 

〇本人の情報の活用 

・通報者がヘルパーが多いが、最近は同行依頼ではなく、情報提供を頼むことが多い。 

・今後、一人暮らしの在宅生活者からの要請が増えると思われる。必要な情報がとれるかどうかが

心配 

  →情報シートの活用やくろしおネットの活用。ただ、更新をどうするかは課題 

・マイナンバーカードが活用できれば 

  →情報がまだほとんど入っていない。 

   倒れて意識がない時に、本人の同意をどのようにしてとるかは課題 

 



 

 

※定例会開催にあたっての感染症対策 

  ・体調確認と必要に応じて非接触型温度計による体温測定 

  ・手指消毒・換気 

  ・ＺＯＯＭを活用したオンライン研修 

 

【次回の定例会】 

→以下の日程で実施する。 

日時：令和 5年 10月 17日（火） 午後７時～  

       場所：田辺市民総合センター 1F 機能訓練室 

内容：田辺市消防本部に研修を依頼中 

 

  


